
みんなで箱根を応援しよう
がんばろう　小田原・箱根

！
！
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多くの人に支えられ　ハルネ小田原 1周年！
小田原駅東口お城通り地区再開発事業　小田原駅東口駐車場
おだわら市民交流センターUMECO　 オープン！
目指せ！持続可能なまち 地域でエネルギーを自給
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顔
で
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な
し
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小
田
原・箱
根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
を
広
め
る
会
」

事
務
局
長　
亀
井
明
夫
さ
ん

　
ハ
ル
ネ
に
木
製
品
の
店
が
入
り
、か
ら
く
り
パ
ズ
ル
な
ど

の
木
工
の
裾
野
が
広
が
り
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
の
機
会
も
増

え
、参
加
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
広
場
が
あ
る
こ
と
は
、私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
魅
力
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、ハ
ル
ネ
で
定
期
的

な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
と
よ
い
で
す
ね
。

　
学
校
帰
り
に
友
達
と
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
高
校
生
、夕
飯
の
買
い
物
に
来

た
お
母
さ
ん
、ま
ち
歩
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
海
外
か
ら
の
観
光
客
…

開
業
か
ら
の
一
年
間
で
、多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
種
団
体
や
行
政
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
利
用

し
た
地
場
産
品
や
歴
史
文
化
の
魅
力
発
信
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
お
客
様
か
ら
は
、「
地
下
街
が
明
る
く
復
活
し
て
よ
か
っ
た
」

 「
遊
び
に
行
っ
た
帰
り
に
、夕
飯
の
買
い
物
が
で
き
て
便
利
」

 「
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
て
、と
て
も
に
ぎ
や
か
」 
 「

地
元
の
野
菜
を
手
軽
に
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
、た
く
さ
ん
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

買
い
物
以
外
も
楽
し
め
る

街
か
ど
案
内
所

ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

磯
崎
真
悟
さ
ん

　
ハ
ル
ネ
は
駅
か
ら
近
い
の
が
魅
力
で
す
。そ
し
て
お
も
し

ろ
い
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
ま
す
。特
に
、8・9
月
に
行
っ
た

「
鉄
道
模
型
の
運
転
体
験
」
で
は
、子
ど
も
が
時
間
を
忘
れ

て
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

ハ
ル
ネ
の
一
年
間

観光案内、チケット販売、手荷物預かり、
館内案内などを行っています。

昨年11月1日にオープンした小田原地下街「ハルネ小田原」。
多くのお客様はもちろん、テナントや生産者、

まちなかの関係者に支えられ、1周年を迎えました。
今後も、小田原ならではの魅力を発信する事業やイベントを進めていきます。

ハルネの「これまで」と「これから」。
インタビューとともにお伝えします。

 中心市街地整備課　☎33 - 1596

ハルネ小田原 1周年！
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
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　1周年祭特別販売
各店自慢の限定商品やえりすぐりのお楽しみ袋を販売!
期間  11月1日（日）〜23日（祝）　※店舗により期間が異なります。

※商品数には限りがあります。

　1周年祭ガラポン大抽選会
期間中（11月1日（日）〜23日（祝））、ハルネ小田原2店舗以上のレ
シート合計2,000円（税込み）ごとに1回抽選。
抽選日時  11月1日（日）〜23日（祝）の土・日曜日、祝日、および2日（月）

午前10時〜午後8時（23日（祝）のみ午後9時30分まで）
抽選場所  ジェネラルファームズ横
　　おだわら・あしがら遊

ゆ

山
さ ん

! 地物まつり
小田原市、大井町、松田町、開成町が特産品を紹介・販売。
各地のマスコットキャラクターも集合。
日時  11月1日（日）・3日（祝）午前10時〜午後4時30分
主催・問  おだわら・あしがら遊山! 地物まつり実行委員会事務局

☎33-1595（中心市街地整備課内）
　
　小田原・箱根の伝統工芸 寄

よ せ

木
ぎ

と漆器展
寄木や漆器の展示・販売。製作体験もできます。
日時  11月6日（金）〜8日（日）午前10時〜午後6時
主催・問  小田原箱根伝統寄木協同組合　☎32-5252
　　長友姫

ひ め

世
よ

氏のオリーブ教室 〜本当の「オリーブオイル」とは〜
日本人で唯一、イタリア政府公認のオリーブオイル鑑定士である長
友姫世さんによるオリーブ教室（午後1〜2時）の他、オリーブオイル
のテイスティングや小田原産オリーブ茶の試飲などを行います。
日時  11月7日（土）正午〜午後3時
主催・問  農政課　☎33-1494
　　壁からとび出した壁屋総本舗〜壁屋まつり〜
壁屋総本舗の出品者による展示・販売。出品者と直接、話もできます。
日時  11月23日（祝）午前11時〜午後5時
主催・問  壁屋総本舗　☎080-3124-2019（安藤） 

　
好
評
の
一
方
で
、「
ハ
ル
ネ
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。今
後
、知
名
度
を
高
め
る
と

と
も
に
、ハ
ル
ネ
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
連
携
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
「
ハ
ル
ネ
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
を
追
求

し
、魅
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

壁
屋
総
本
舗

サ
ポ
ー
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
左
か
ら
）柏
木
裕
美
子
さ
ん

山
田
文ふ

美み

さ
ん　
依よ

田だ

三
枝
子
さ
ん

安
藤
素
子
さ
ん

　
作
家
さ
ん
が
手
作
り
の
品
を
出
品

す
る
壁
屋
総
本
舗
で
は
、お
客
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、作
家
さ
ん
と
と
も
に
手
作
り

ら
し
さ
を
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、小
田
原
の
よ
さ
を
も
っ
と
引
き

出
す
工
夫
を
し
、よ
り
多
く
の
人
に

壁
屋
総
本
舗
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。

朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ
♪

店
長　
鈴
木
健
一
さ
ん

　
新
鮮・安
心
な
地
元
農
産
物
を
お
客
様
に
提
供
す
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
生
産
者
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、多
く
の

店
が
集
ま
る
ハ
ル
ネ
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、私

た
ち
は
パ
ン
屋
さ
ん
と
協
力
し
て
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
パ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

も
っ
と
店
同
士
が
連
携
し
、地
域
の

魅
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ハ
ル
ネ
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち

地
域
の
よ
さ
を
引
き
出
す
！

も
っ
と
魅
力
の
あ
る
ハ
ル
ネ
に

ハルネギャラリーのようす

デ
ザ
イ
ン
こ
ね
こ

長
嶺
喜き

和わ

さ
ん  

長
嶺
俊
也
さ
ん

　
開
業
時
の
ポ
ス
タ
ー
「H

aR
uN

e's 
People

」
、ハ
ル
ネ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、中
央

通
路
の
床
面
マ
ッ
プ
な
ど
で
ハ
ル
ネ
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。ハ
ル
ネ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展

示
は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
表
現
に
な

る
の
で
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、主
催
者
と

生
み
出
し
た
も
の
は
い
つ
も
よ
い
作
品
に

な
り
ま
す
。11
月
の
ハ
ル
ネ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
、街
か
ど
博
物
館
を
巡
る
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー

と
、小
田
原
城
の
歴
史
な
ど
の
展
示
を
し
て

い
る
の
で
、ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー

責
任
者　
浜
口
賢
次
さ
ん

 

ハ
ル
ネ
で
は
、突
発
的
な
こ
と
が
よ
く
起

こ
り
ま
す
。お
客
様
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
緊

急
ボ
タ
ン
を
誤
っ
て
押
し
て
し
ま
う
な
ど
、

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、迅
速
な

対
応
が
必
要
で
す
。

　
ハ
ル
ネ
に
は
、地
元
の
人
、観
光
客
、テ
ナ

ン
ト
な
ど
、多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。皆

が
ハ
ル
ネ
で
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
を
作

る
こ
と
が
、私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

※その他のイベント情報については、14ページの「あふれる魅力ハルネ
　情報」をご覧ください。

イベント・キャンペーン！
ハルネ小田原1周年祭
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駐
車
場
を
利
用
す
る
際
は
、
お
城
通
り
交
差

点
か
ら
地
図（
左
図
）の
矢
印
の
と
お
り
進
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、東
口
臨
時
駐
車
場
は
、11
月
30
日（
月
）

を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、
12
月
1
日（
火
）

か
ら
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
駐
車
場
は
、
24
時
間
の
利
用
が
可
能
で
、

自
動
二
輪
車
等
駐
車
場
や
自
転
車
駐
車
場
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
施
設
も
備
え
て
い
ま
す
。

営業時間 24時間

収容台数 自動車駐車場（368台）、自動二輪車等駐車場（40台）、自
転車駐車場（一般自転車用80台、レンタサイクル用30台）

料金体系

自動車
・昼間（午前7時〜午後10時）
・最初の1時間300円　以後30分ごと100円
・夜間（午後10時〜午前7時）　1時間ごと100円

自動二輪車など 24時間ごと200円
自転車 24時間ごと100円

レンタサイクル
ぐるりん小田原

・午前9時〜午後4時30分（最終貸し出し午後3時30分）
・年末年始休業
・普通自転車1日300円、電動自転車4時間1,000円
・保証金1,000円（自転車返却時に返金）
・借りた場所に返却

事業主体 一般財団法人小田原市事業協会

【施設内容（利用案内）】

小田原駅東口駐車場
おだわら市民交流センターUMECO オープン
小田原駅東口駐車場と、その1階におだわら市民交流センターU

う め こ
MECOが、

いよいよ今月、オープンします。

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
9
2
2
0

11
月
19
日（
木
）　

午
前
10
時
オ
ー
プ
ン

小
田
原
駅
東
口
駐
車
場

 

拠
点
施
設
整
備
課
　
☎
33 - 

1
5
9
2

矢印は入出庫の車の動きです。

小 田 原 駅 東 口 お 城 通 り 地 区 再 開 発 事 業
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まちなか魅力発見ワークショップ　参加者募集！
参加者には、記念品をプレゼント
小田原市街の大きな地図に、「おすすめの場所」や「行ってみ
たい場所」の印をつけ、まちの魅力を発見します。
第1部（午前11時～午後0時45分）は、事前申込制です。
定　員  30人（申込先着順）
申　込  地域政策課　☎33-1458
締　切  11月20日（金）

市内の活動団体が、日頃の活動内容を、展示や講座、パフォーマン
スなどを通じて紹介します（入場自由）。詳しくは、市内公共施設
などにあるちらしをご覧ください。

　
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
皆
が
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
丸

み
を
帯
び
た
字
体
と
色
で
構
成
し
、
優
し
く
温
か
み

の
あ
る
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
象
の
ウ
メ
子
と
、
手
と
手
を
取
り

合
う
姿
に
よ
り
輪（
和
）を
イ
メ
ー
ジ
。施
設
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
「
つ
な
が
る
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
ま
し
た

11
月
28
日（
土
）オ
ー
プ
ン

お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

 

地
域
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
5
8

皆さんの写真を集めてロゴをつくろう
フォトモザイクアート　写真募集！
たくさんの写真を集めて、UMECOのロゴを制作します。
完成した作品は、来年１月から展示する予定です。
写真  テーマ：小田原に関係のある写真（人物・風景は問いません）

枚数など：一人2枚まで。プリントしたものはＬ版のみ。
募集期間  11月1日（日）～29日（日）
応募方法  市内公共施設、市ホームページにある応募要項を確

認し、応募してください。写真は原則返却しません。
提出場所  27日（金）まで

市役所5階地域政策課（平日午前8時30分～午後5
時15分）または、市民活動サポートセンター（月曜
日、4日（水）を除く、午前9時～午後9時）。
28日（土）・29日（日）　市民交流センターUMECO

（午前11時～午後3時）。29日は、午前10時より。

来て！ 見て！！ つながろう！！！
おだわら市民交流センター　　　　　　オープニングイベント

12月～平成28年3月の主な事業予定

11/28
【土】

11/29
【日】

28日【土】
時　間 内　容

午前10時
〜11時

オープニングセレモニー

内覧（セレモニー終了後自由に。一部イベント準備中
です）

午前11時
～午後3時

まちなか魅力発見ワークショップ※
第1部：�午前11時～午後0時45分。事前申し込み
第2部：�午後1時～2時45分。入場自由

クリスマス、お正月など冬を楽しむためのミニ講座
箸、カレンダー、ストラップ、カード作りや手品など。
入場自由。

音楽コーナー
①ディズニーソングを子どもも大人も一緒に歌って
踊ろう。当日先着順 ②ウクレレやチェロなど、いろ
いろな楽器に触れてみよう。入場自由

各種展示
女性プラザや国際交流ラウンジの活動を振り返ろ
う。

団体ポスター展
スタンプラリー（先着300人）

29日【日】
時　間 内　容

午前10時
～午後3時

パフォーマンス
団体ポスター展
体験講座・展示販売
飲食物販売

12月 1月 2月 3月
展　示 まちなか魅力発見マップ 他 フォトモザイクアート 他 子育て関係団体パネル展 社会貢献活動パネル展

講　座
27日（水）午前10時〜正午
NPOマネジメント講座
NPO法人設立を希望する人や
興味のある人にお勧め

事業企画・広報講座
団体での事業の進め方を知り
たい人にお勧め

市民活動入門講座
何かをしたい、仲間を作りたい
と思っている人にお勧め

交流会

22日（金）午後5時～8時30分
新春交流会

ティーサロン（第2土曜日の午後2時〜4時）お茶代300円…年齢や国籍、団体を超えた交流の場
12日（土） 9日（土） 13日（土） 12日（土）
子育て世代交流事業「たまり場」（第3水曜日午前10時～正午）…子育て世代の親子が集い、仲間作りをする場
16日（水） 20日（水） 17日（水） 16日（水）

事業者との
協働

24日（木）午前11時～午後3時
クリスマスコンサート

【場所】シティモール

19日（土）午前11時〜午後3時
スプリングコンサート

【場所】シティモール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●詳しくは、広報紙や、11月28日（土）から開設するUMECOホームページなどでお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●市民活動に関する相談受け付け、情報誌の発行など情報提供も随時行います。

●内容などは、一部変更することがあります。

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
7
7
9
4

※
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市内再生可能エネルギー導入割合

295万8,287GJ 導入が必要
50％

0.2％

市内エネルギー消費量削減割合

40％削減

2010年度

※1GJ=10億J　J（ジュール）はエネルギーの単位

2050 年度

2010年度 2050年度
1万8,403GJ 297万6,690GJ

992万2,551GJ 595万3,528GJ

396万9,023GJ 削減が必要

目
指
せ
！ 

持
続
可
能
な
ま
ち

電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
環
境
に
優
し
い
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
利

用
し
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
自
給
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

2
0
5
0
年
度
の
市
内
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
割
合
と
市
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

削
減
割
合
を
設
定
し
、
長
期
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

2
0
2
2
年
度
ま
で
の
目
標

　
長
期
目
標
に
向
け
て
、2
0
2
2
年
度
ま

で
の
短
期
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
本
市
は
、

太
陽
光
に
よ
る
発
電
や
、太
陽
熱
や
地
中
熱
の

利
用
の
可
能
性
が
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
電
力
利
用
と
熱
利
用
に
つ
い
て
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

◦
電
力
利
用

　
市
内
電
力
消
費
量
を
、2
0
1
0
年
度
の

電
力
消
費
量
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
。
ま

た
、
電
力
消
費
量
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
う
。

◦
熱
利
用

�

　
市
民
や
事
業
者
が
、
自
宅
や
工
場
な
ど
を

新
築
・
改
築
す
る
際
、
給
湯
や
冷
暖
房
な
ど

に
太
陽
熱
や
地
中
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
の
導
入
を
検
討
す
る
。

2
0
2
2
年
度
ま
で
の
優
先
的
な
取
り
組
み

　
短
期
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
有

施
設
へ
の
率
先
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
重

要
で
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、
13
の
優
先
的

な
取
り
組
み
を
定
め
、
市
民
や
事
業
者
の
皆

さ
ん
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
向
け
て
具
体
的
な
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
普
及
啓
発
や

仕
組
み
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
各
取
り

組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

 

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
や
事
業
者

が
取
り
組
む
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
、
３
つ
の
基
本
方
針
と
４
つ

の
視
点
を
定
め
て
い
ま
す
。
計
画
期
間
は

2
0
2
2
年
度
ま
で
で
す
。

長
期
目
標

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
で
は
、
未
来
を
見
据
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
と
は

地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給市内再生可能エネルギー発電量割合

1億 1,824 万 7,000kWh導入が必要

10％
0.4％

市内電力消費量削減割合
10％削減

2010年度 2022年度

2010年度 2022年度
511万 2,000kWh 1億 2,335 万 9,000kWh

13億 7,090 万 4,000kWh 12億 3,381 万 4,000kWh

1 億 3,709 万 kWh削減が必要

再生可能エネルギーの導入
◦�市有施設・広域避難所への率先導入◦再生可能エネルギーのスムーズな導入

◦�市民が参加可能な仕組み作り ◦�地域に一つ! 地域再生可能エネルギー
プロジェクト

◦エネルギーツーリズムの実現 ◦�再生可能エネルギー熱の利用の促進
省エネルギー化の推進
◦�市有施設における率先行動 ◦�家庭のエネルギー消費の効率化
◦�事業活動のエネルギー消費の効率化◦地域のエネルギーマネジメント
未来へつなげる担い手の育成

◦�環境エネルギー教育の実施 ◦�市民・事業者の取り組み促進に向けた
けん引者の育成

◦�再生可能エネルギーの利用と省エネルギー化の推進のための基盤整備

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
課
　
☎
33 - 

1
4
2
4

自然環境・
生活環境　
の保全　

未来へ
つなげる
担い手の育成

省エネルギー
化の推進

3つの
基本方針 再生可能

エネルギーの
導入

4 つの視点

災害時の
エネルギー源
の確保

市民の力・
地域の力　
の最大限発揮

地域経済への
還元・創造

将来像　エネルギーを地域で自給する持続可能なまち

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
9
1
8
2



広報　小田原　2015.11.17

　イギリスで行われたラグビーW杯2015における日本
代表チームの大活躍によって、日本ではラグビーへの注
目と関心が一気に高まりました。その日本代表チームの
2017年度以降の合宿地として城山陸上競技場が選ば
れていることから、今回の快進撃は多くの市民の皆さん
に歓

よろこ

びをもって受け止められたことでしょう。
　小田原ではこれまで「ラグビー協会」といった組織は
存在せず、正直、一部の経験者や愛好者以外はおそら
くルールも知らない人が大半ではなかったかと思います。
ところが、「W杯史上最大の番狂わせ」とまで言われた
南アフリカ戦での素晴らしい戦いぶりは、ルールを全く知
らない人をも熱中させるだけの濃密さがありました。以
降、疲労の色が濃く精彩を欠いたスコットランド戦は落と
したものの、サモア戦もアメリカ戦も、日本ラグビーのレ
ベルの高さをハッキリと証明するものでした。
　私も、真夜中の試合こそ録画して翌日の観戦となりま
したが、全ての試合をしっかり観戦。15人対15人の屈
強な選手たちによる、肉体の激しいぶつかり合い、息も
つかせぬ連続プレー、個人技を凌

りょう

駕
が

する組織力、フェア
プレーの心意気・・・。ゲームのどの時間帯をとっても、
中弛

だる

みすることなく、それらを存分に味わうことができる
ラグビーの魅力を、強く感じました。
　小田原では既に、日本代表チームの合宿地決定を受
け、9月には「小田原ラグビー協会」が設立され、市内
で少年たちを対象にしたラグビー教室などが始まってい
ます。もとよりここ数年来、小学校の体育の授業で「タ
グラグビー」が取り入れられ、多くの小学生たちがラグ
ビーの楽しさに触れていますので、ラグビー愛好者の裾
野は既に広がりつつあります。日本代表チームの合宿が
小田原で始まれば、代表選手たちと市民の皆さん、とり
わけ子どもの交流なども夢ではありません。
　陸上、野球、卓球、ソフトボール、サッカー、バドミン
トン、バスケットボール、バレーボールなど、数多くの競
技協会と、各連合自治会単位での体育振興会の存在
など、既に活発なスポーツ振興が行われている小田原
において、新たに「ラグビー」というジャンルの立ち上が
りは、市全体のスポーツ人口の拡大とさらなる活性化に
つながっていくでしょう。大いに期待したいと思います。

「ラグビーへの期待」
小田原市長　加藤 憲一

　
市
で
は
、
環
境
に
優
し
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
小
学
校
や
公
共

施
設
の
屋
上
を
民
間
事
業
者
に
貸
し
、
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
「
太
陽
光
発
電
屋

根
貸
し
事
業
」
を
実
施
。
富
水
小
学
校
を
は

じ
め
、5
施
設
に
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
片
浦
小

学
校
に
自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
稼
働
、
農
地
に
支

柱
を
立
て
て
太
陽
光
発
電
を
行
う
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
、
事
業
所
や
集
合
住

宅
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
な
ど
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
ん
で
い

ま
す
。
市
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に

進
め
る
取
り
組
み
な
ど
も
、
積
極
的
に
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
基
づ
き
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
自
給
す
る
持
続
可

能
な
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

う
ま
く
利
用
す
る
た
め
に

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

　
　日時
　11
月
3
日（
祝
）午
後
2
時
～
3
時

　
　場所
　ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
ェ
ス
ト（
西
武
小
田 

　
　
　
原
店
）1
階
　
キ
ャ
ニ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

　
　内容
　「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
＂エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
域
自
給＂
」
を
テ
ー
マ
に
、

飯
田
哲て

つ

也な
り

さ
ん（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所

長
）、
市
長
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

富水小学校屋外の太陽光発電設備
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小田原市の財政状況
平成26年度の決算概要

　　財政課　☎33-1312問
P19127

一
般
会
計
の
決
算
状
況

市ではこれまで、財政調整基金の積み立てや土地開発公社を含む市全体の実質的な債務の減少などに
努め、財政の健全化を図ってきました。しかし、人口減少などにより市税収入の大きな増加が期待で
きない中、少子高齢化に伴い扶助費や社会保障関係の繰出金が増え続け、非常に厳しい財政状況にあ
ります。
そのため、将来の財政負担を考えながら事業の優先順位を精査し、持続可能な財政運営に取り組んで
います。

　
歳
入
は
、
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
増

収
に
よ
り
、
市
税
が
約
5
億
1
3
0
0
万
円
増

額
。
ま
た
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
地

方
消
費
税
交
付
金
が
約
3
億
7
6
0
0
万
円
、

施
設
整
備
費
の
増
加
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
・

県
支
出
金
が
約
15
億
9
5
0
0
万
円
、
市
債

が
約
17
億
2
1
0
0
万
円
増
加
し
、
全
体
で

約
41
億
2
2
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
は
、
地
下
街
再
生
事
業
な
ど
に
よ
り
、

土
木
費
が
約
26
億
1
8
0
0
万
円
増
額
。
市

庁
舎
耐
震
改
修
事
業
な
ど
に
よ
り
、
総
務
費

が
約
19
億
9
5
0
0
万
円
増
額
し
た
他
、
生

活
保
護
費
な
ど
扶
助
費
の
増
加
や
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
への
繰
出
金
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
民
生
費
が
約
10
億
6
1
0
0
万
円

増
加
し
、
全
体
で
約
40
億
1
6
0
0
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
債
残
高
は
、
土
地
開
発
公
社
経 

営
健
全
化
計
画
に
係
る
用
地
取
得
や
市
庁
舎
耐 

震
改
修
事
業
な
ど
に
よ
り
、
約
7
億
3

 

6

 
0
 
0
 

万
円
増
加
し
、
約
4
6
1
億
1
4
0
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

◦
扶
助
費

　
生
活
保
護
や
高
齢
者
福
祉
、
医
療
費
の
助

成
な
ど
の
経
費
。
生
活
保
護
費
の
増
加
や
障

が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
、
社
会
情

勢
に
応
じ
た
福
祉
政
策
に
よ
り
年
々
増
加

し
、
平
成
26
年
度
は
、
生
活
保
護
費
の
増
加

や
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
約

5
億
4
6
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

◦
人
件
費

　
職
員
の
給
与
、
議
員
や
各
種
委
員
の
報
酬

な
ど
の
経
費
。
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
職
員
給

与
改
定
な
ど
に
よ
り
、
約
3
億
8
5
0
0
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

◦
公
債
費

　
公
共
施
設
を
建
設
す
る
場
合
な
ど
に
借
り
入

れ
た
市
債
の
元
金
と
利
子
の
返
済
の
た
め
の
経

費
。
市
債
残
高
の
抑
制
に
努
め
て
き
た
た
め
、
約

1
億
5
4
0
0
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費

自主財源
依存財源

市税 329 億 4,800 万円

繰越金 37 億 6,400 万円諸収入 20 億 6,500 万円
使用料及び手数料 15 億 7,700 万円

その他 15 億円

国庫支出金
116 億 7,700 万円

市債 72 億 9,400 万円

県支出金
40 億 3,200 万円

地方消費税交付金 22 億 8,600 万円
地方交付税 12 億 6,200 万円

その他 10 億 3,500 万円
民生費 
252 億 7,400 万円

土木費 
90 億 5,100 万円

衛生費
63 億 900 万円

公債費
56 億 3,100 万円

教育費 50 億 2,200 万円
消防費 22 億 8,000 万円
商工費 9 億 4,500 万円

農林水産業費 7 億 3,000 万円
議会費・労働費 6 億 2,200 万円

計694億
4,000万円

計655億
7,000万円

歳入　歳出

総務費 
97 億 600 万円

歳出歳出
(目的別）(性質別）

歳出歳出
(性質別）

扶助費 
159 億 8,200 万円

人件費 
92 億 3,900 万円

公債費 
56 億 3,100 万円

繰出金
100 億 9,800 万円

物件費
94 億 7,400 万円

投資的経費
89 億 7,200 万円

補助費等 42 億 5,200 万円
積立金 9 億 3,800 万円
貸付金 7 億 3,700 万円

維持補修費 2 億 4,700 万円

計655億
7,000万円

義務的経費歳出歳出
(目的別）(性質別）

歳出歳出
(性質別）



広報　小田原　2015.11.19

小田原市の財政状況
平成26年度の決算概要

　　財政課　☎33-1312問

　一般会計とは別に、特定の収入で特定の事業を行う１２の「特別会計」
と、特定事業の収益を財源に運営する２つの「企業会計」があります。

※平成27年1月1日現在の住民基本台帳による人口195,353人で計算。

福祉や子育て環境の充実のために（民生費）

道路や公園の整備、まちづくりのために（土木費）

健康や医療対策、ごみ処理などのために（衛生費）

借入金の返済のために（公債費）

市民を火災や水害から守るために（消防費）

商工業、観光の振興のために（商工費）

農業、林業、水産業の振興のために
（農林水産業費）

議会の運営、労働対策のために（議会費、労働費）

129,376 円

49,684 円

46,331 円

32,295 円

28,825 円

25,707 円

11,671 円

4,837 円

3,737 円

3,184 円

防災対策、住民登録や市庁舎の維持管理などの
ために（総務費）

学校教育、生涯学習施設の整備、文化財の保護
などのために（教育費）

　皆さんが納めた税金のうち、市民税、固定資産税、市た
ばこ税などは、防災対策や学校教育、福祉・子育て環境の
充実など、さまざまな事業に使われています。また、使い
道が限定された目的税として、都市計画税は都市計画事
業などに、入湯税は観光振興などに使われています。

市民１人にいくら使われているの？

市民１人当たりの費用

市民1人当たりの納税額   168,656円
市民1人当たりの支出額　335,647円

　市の一般会計決算を家計簿に置き換えてみました。
　１年間の家計の収入と支出を、一般会計決算額の１
万分の１とすると、次のようになります。

家計簿に置き換えてみると・・・

（万円）

収入  計694万円 支出  計656万円
0

100

200

300

400

500

600

700

650

給料（市税）
329万円

不動産収入
（財産収入など）
2万円

親からの仕送り
（国・県からの
補助金・交付金など）
203万円

事業収入・預貯金の
取り崩し（繰入金、
繰越金、諸収入）
63万円

パート収入
（使用料など）
２4万円
新規のローン（市債）
73万円

医療費（扶助費）
160万円

電気代・保険料
（物件費、補助費等）
138万円

食費（人件費）
92万円

子どもへの仕送り
（繰出金）
101万円

ローン返済金
（公債費）
56万円

家の改築
（投資的経費）
90万円

貯金（積立金など）
17万円

車の修理（維持修繕費）
2万円

収入と支出の構成

※収入（694万円）と支出（656万円）の差額（38万円）は、翌年度へ繰り越します。

財
政
運
営
の
課
題

　
少
子
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、義

務
的
経
費（
扶
助
費
・
人
件
費
・

公
債
費
）や
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
への
繰
出
金
が
増
加

す
る
他
、公
共
施
設
の
更
新
・
維

持
管
理
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
経
費
の
支
出
に
占

め
る
割
合
が
高
く
な
る
と
自
由
に

使
え
る
お
金
が
減
る
た
め
、しっか

り
優
先
順
位
づ
け
を
行
い
、限
ら

れ
た
財
源
を
重
要
性
・
有
効
性
の

高
い
事
業
に
配
分
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

市税収入と義務的経費の推移
市税  　　義務的経費合計　　 扶助費　　 人件費　　 公債費

（年度）

（億円）

H20H19H18H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26

50

0

100

150

300

350

400

319 324 329322321321 325
347

329
342

160154153149140

112105101

131

291 287 291 286 293

325 326
301 308

124 125 117 118
118

112 109
89 92

9794

66 66 67 5665 61 5865 64 63

323

※収入済額には、一般会計からの法令などの基準に基づく繰出金などを含みます。
※１００万円単位で表示しています。

競輪事業

天守閣事業

下水道事業

国民健康保険事業

国民健康保険診療施設事業

公設地方卸売市場事業

介護保険事業

宿泊等施設事業

後期高齢者医療事業

公共用地先行取得事業

広域消防事業

地下街事業

特別会計　計

水道事業

病院事業

企業会計　計

137億6,100万円
2億7,000万円
80億1,900万円
227億5,700万円

2,900万円
1億5,400万円

128億9,500万円
3億2,000万円
38億7,000万円
9億3,300万円
46億7,700万円
1億2,300万円
678億800万円
28億6,100万円
123億7,600万円
152億3,700万円

131億4,600万円
1億9,500万円
76億2,900万円
223億7,000万円

2,800万円
1億4,300万円

128億5,300万円
2億2,400万円
38億1,900万円
9億3,300万円
46億7,700万円
1億1,700万円

661億3,400万円
27億900万円

124億1,600万円
151億2,500万円

6億1,500万円
7,500万円

3億9,000万円
3億8,700万円

100万円
1,100万円
4,200万円
9,600万円
5,100万円

0円
0円

600万円
16億7,400万円
1億5,200万円
△4,000万円
1億1,200万円

収支差引額支出済額収入済額会計名

特
別
会
計

企
業
会
計

特別会計・企業会計の決算状況

※収入済額には、一般会計からの法令などの基準に基づく繰出金などを含みます。
※１００万円単位で表示しています。

競輪事業

天守閣事業

下水道事業

国民健康保険事業

国民健康保険診療施設事業

公設地方卸売市場事業

介護保険事業

宿泊等施設事業

後期高齢者医療事業

公共用地先行取得事業

広域消防事業

地下街事業

特別会計　計

水道事業

病院事業

企業会計　計

137億6,100万円
2億7,000万円
80億1,900万円
227億5,700万円

2,900万円
1億5,400万円

128億9,500万円
3億2,000万円
38億7,000万円
9億3,300万円
46億7,700万円
1億2,300万円
678億800万円
28億6,100万円
123億7,600万円
152億3,700万円

131億4,600万円
1億9,500万円
76億2,900万円
223億7,000万円

2,800万円
1億4,300万円

128億5,300万円
2億2,400万円
38億1,900万円
9億3,300万円
46億7,700万円
1億1,700万円

661億3,400万円
27億900万円

124億1,600万円
151億2,500万円

6億1,500万円
7,500万円

3億9,000万円
3億8,700万円

100万円
1,100万円
4,200万円
9,600万円
5,100万円

0円
0円

600万円
16億7,400万円
1億5,200万円
△4,000万円
1億1,200万円

収支差引額支出済額収入済額会計名

特
別
会
計

企
業
会
計

特別会計・企業会計の決算状況
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市
で
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律（
略
称
：
財
政
健
全
化
法
）」

に
基
づ
き
、
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
、
４
つ
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企

業
会
計
の
「
資
金
不
足
比
率
」
を
算
定
し
て
い

ま
す
。

　
算
定
の
結
果
、
市
の
財
政
は
「
健
全
段
階
」

で
し
た
。

①
実
質
赤
字
比
率
　

　
普
通
会
計（
※
）の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
表
し
た

も
の
で
す
。

→
黒
字
の
た
め
算
定
な
し

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計（
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
含
む
）の
赤
字
や

黒
字
を
合
算
し
て
市
全
体
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を

表
し
た
も
の
で
す
。

→
黒
字
の
た
め
算
定
な
し

  

財
政
課
　
☎
33 - 

1
3
1
2

４
つ
の「
健
全
化
判
断
比
率
」

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
　

市
の
財
政
は
「
健
全
段
階
」

③
実
質
公
債
費
比
率

　
市
債
な
ど
の
返
済
額
の
大
き
さ
を
表
し
た

も
の
で
す
。

→
６
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

　
元
利
償
還
金
が
年
々
減
っ
て
い
る
た
め
、
前

年
度
か
ら
１・１
ポ
イ
ン
ト
減
少
。

④
将
来
負
担
比
率

　
普
通
会
計（
※
）の
市
債
や
、
将
来
支
払
う

可
能
性
の
あ
る
負
担
額
な
ど
の
大
き
さ
を
表

し
た
も
の
で
す
。

→
21
・
4
パ
ー
セ
ン
ト

　
市
債
や
土
地
建
物
に
係
る
債
務
負
担
行
為

が
減
り
、
基
金
残
高
が
増
え
て
い
る
た
め
、

前
年
度
か
ら
4
・
5
ポ
イ
ン
ト
減
少
。

　
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、
料
金
収

入
と
比
較
し
て
表
し
た
も
の
で
す
。

　
対
象
は
、
水
道
事
業
会
計
、
病
院
事
業
会

計
、
天
守
閣
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別

会
計
の
5
つ
で
す
。

→
資
金
不
足
が
生
じ
て
い
な
い
た
め

　
算
定
な
し

公
営
企
業
会
計
の「
資
金
不
足
比
率
」

　
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
早
期
健
全
化

基
準
」
と「
財
政
再
生
基
準
」
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
が「
早
期
健
全
化

基
準
」
を
超
え
る
と
、
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に「
財
政
再
生

基
準
」
を
超
え
る
と
、
再
生
計
画
を
策

定
し
、
国
な
ど
の
関
与
の
も
と
財
政
の

再
建
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
お
け
る

財
政
状
況
判
断
基
準

　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
8
8
4
2

※�「
普
通
会
計
」
と
は
、
全
国
統
一
基
準
に
よ

る
統
計
上
の
会
計
で
す
。
自
治
体
間
や
過

去
と
の
比
較
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
使

用
し
ま
す
。

実質公債費比率

0

5

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
（年度）

（％）

10

15

20

25

35

12.9 12.6 11.9
10.2

9.1 8.0 6.9

10.7
12.3 11.8 11.2

9.9
9.2 8.6 8.010.5

小田原市 全国平均

財政再生基準　35％

早期健全化基準　25％

早期健全化基準を
大幅に下回っています。

将来負担比率

110.4
100.9 92.8

79.7 69.2 60.0 51.0

115.8

90.2 88.7
69.5

51.4
37.2

25.9 21.40

50

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
（年度）

（％）

100

150

小田原市 全国平均

200

250

350

45.8

早期健全化基準を
大幅に下回っています。

早期健全化基準　350％
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︿
予
算
・
条
例
以
外
﹀

◦�

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て（
神
奈
川
県
競
輪

組
合
の
小
田
原
競
輪
場
に
お
け
る
競
輪

事
業
か
ら
の
撤
退
に
伴
う
損
害
賠
償
請

求
）

◦�

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て（
市
営
住
宅
滞
納

家
賃
及
び
明
渡
し
の
請
求
）

◦�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
お
だ
わ

ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

◦�
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
小
田
原

駅
西
口
第
1
自
転
車
駐
車
場
）

◦�
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て（
平
成

25
年
度
公
共
下
水
道
第
1
工
区
工
事
）

◦�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
高
規
格
救
急
自

動
車
）

◦�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
高
度
救
命
処
置

用
資
機
材
等
）

◦�

公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る

処
分
に
係
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決

定
に
つ
い
て（
ケ
イ
エ
ム
大
箱
根
自
動
車

株
式
会
社
、
日
本
交
通
横
浜
株
式
会
社

小
田
原
営
業
所
、
箱
根
観
光
自
動
車
株

式
会
社
）

◦�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て（
市
庁

舎
耐
震
改
修
工
事
）

◦�

公
平
委
員
会
委
員（
椎
野
美よ

し

乃の

さ
ん
）の

選
任

◦�

教
育
委
員
会
委
員（
萩
原
美
由
紀
さ
ん
）

の
任
命

　　
議
案
は
、
市
役
所
4
階
の
行
政
情
報
セ

ン
タ
ー
や
支
所
・
連
絡
所
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　
詳
し
い
審
議
の
内
容
は
、「
市
議
会
だ
よ

り
11
月
1
日
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
専
決
処
分
の
報
告（
事
故
賠
償
）2
件

︿
平
成
27
年
度
補
正
予
算
﹀

◦
一
般
会
計
補
正
予
算
2
件

◦
競
輪
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︿
新
た
に
制
定
し
た
条
例
﹀

◦
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

︿
一
部
を
改
正
し
た
条
例
﹀

◦
個
人
情
報
保
護
条
例

◦
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
等

◦�

非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
等
に
関

す
る
条
例

◦
手
数
料
条
例

◦�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
包
括
的
支

援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

◦
市
営
住
宅
条
例

◦
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

  

総
務
課
　
☎
33 - 

1
2
9
1

◦�

意
見
書
案
第
5
号
　
第
4
次
神
奈
川
県

ニ
ホ
ン
ザ
ル
管
理
計
画
の
策
定
に
向
け

た
意
見
書

︿
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
﹀

◦
一
般
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
の
報
告

◦�

水
道
事
業
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
の

報
告

◦�

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告

◦
一
般
会
計
決
算

◦
競
輪
事
業
特
別
会
計
決
算

◦
天
守
閣
事
業
特
別
会
計
決
算

◦
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

◦
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

◦�

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事
業
特
別
会

計
決
算

◦�

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
決

算
◦
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

◦
宿
泊
等
施
設
事
業
特
別
会
計
決
算

◦
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算

◦�
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
決

算
◦
広
域
消
防
事
業
特
別
会
計
決
算

◦
地
下
街
事
業
特
別
会
計
決
算

◦�

水
道
事
業
会
計
決
算（
剰
余
金
の
処
分
を

含
む
）

◦�

病
院
事
業
会
計
決
算（
剰
余
金
の
処
分
を

含
む
）

小
田
原
市
議
会
9
月
定
例
会
　

主
な
審
議
内
容

小
田
原
医
師
会
に
よ
る
　

心
肺
蘇
生
法
・

乳
幼
児
救
急

蘇
生
法
講
習
会

　
小
田
原
医
師
会
の
専
門
の
医
師
が
救
急

医
療
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
演
し
ま

す
。
そ
の
後
、
消
防
職
員
が
心
肺
蘇
生
法

の
実
技
講
習
を
行
い
ま
す
。

　
心
肺
蘇
生
法
は
、
病
気
や
け
が
な
ど
で

突
然
意
識
を
な
く
し
、
呼
吸
停
止
や
心
停

止
、
こ
れ
に
近
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
、

傷
病
者
を
救
命
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
早
く
手
当
て
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

救
命
率
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
、
小
田
原
市
消
防
本
部
が

「
救
命
講
習
修
了
証
」を
交
付
し
ま
す
。

�    日
時 

12
月
6
日（
日
）午
後
1
時
～
5
時

 �  場所 

お
だ
わ
ら
総
合
医
療
福
祉
会
館
4
階�

　
　
ホ
ー
ル
・
会
議
室
2

　
　（
久
野
1
1
5
 - 

2
）　

 � 内
容 

・
心
肺
蘇
生
法
講
演
会

　
　
・
乳
幼
児
救
急
蘇
生
法
講
演
会

　
　
・
心
肺
蘇
生
法
実
技
講
習

 � 定
員 

60
人（
申
込
先
着
順
）

 � 申
込 

11
月
2
日（
月
）か
ら
小
田
原
医
師
会�

　
　
へ
電
話
で
。

　
　
☎
35 - 

5
6
7
7

  

救
急
課
　
☎
49 - 

4
4
4
1



O D A W A R A  I N F O R M A T I O N
　

全国の住宅火災の件数と死者の推移（放火自殺者などを除く）
※消防庁統計データなどを基に作成

1,300

1,200

1,100

1,000

900

800

700

600

500

400

300

70％

65％

60％

55％

50％
H12    H13    H14    H15    H16    H17    H18    H19    H20    H21    H22    H23    H24    H25    H26（年）

（人）

936 923

992
1,041

1,038

1,220
1,187

1,148 
1,123

1,023 1,022

1,070

1,016 
997 1,006 

※

未
発
表

住宅火災の件数
住宅火災による死者数
住宅火災による高齢者死者数
65 歳以上の高齢者の割合

517 511

525 589 590

691 688 684
710

628 641

711

677
703 699

55.2% 55.4%

52.9%

56.6% 56.8%

56.6%

58.0%

59.6%

63.2%

61.4%

62.7%

66.4%

66.6%

70.5% 69.5%

条例施行
17,308件 17,280件

17,274件
16,700件 16,866件 17,014件 16,683件

16,177件

15,614件

14,778件
14,044件

13,673件
12,832件 12,502件

12,000件
（見込み）

12

運
び
出
し
が
困
難
な

世
帯
を
対
象
に
　

紙
・
布
類
の

戸
別
収
集
サ
ー
ビ
ス

　　
自
治
会
総
連
合
と
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
組
合
で
は
、
10
月
か
ら
、
紙
・
布
類

の
戸
別
収
集
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
対
象
世
帯
は
、
登

録
す
る
と
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
組
合

が
、
収
集
日
に
家
の
前
に
置
い
た
紙
・
布

類
を
回
収
し
ま
す
。

 �  対
象 

①�

75
歳
以
上
の
人
だ
け
で

住
む
世
帯

　
　
②�

障
が
い
の
あ
る
人
だ
け

　
　
　
で
住
む
世
帯
　
　
　
　
　

　
　
③�

75
歳
以
上
の
人
と
障
が

い
の
あ
る
人
だ
け
で
住

む
世
帯

　
　
○�

そ
の
他
、
単
位
自
治
会
と
古
紙
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
組
合
が
、
運
び
出

し
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
世
帯

 �  　　　　
登
録
方
法 �

希
望
者
は
、
各
単
位
自
治
会
の

組
長
ま
た
は
会
長
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

�

登
録
後
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事

  

環
境
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
7
1

　  
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
組
合

　  
☎
23 - 

3
1
2
5

　

平
成
27
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語

『
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
プ
ラ
ス
1

住
宅
火
災
の
死
因
　

「
逃
げ
遅
れ
」が
最
多

❷���

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

❸�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

❹�
お
年
寄
り
や
身か

ら
だ体

の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
作
る
。

プ
ラ
ス
1（
放
火
対
策
）

家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

※�

全
国
の
火
災
原
因
の
1
位
は
、

「
放
火（
疑
い
含
む
）」で
す
。

　　
平
成
26
年
中
の
市
消
防
本
部
管
内（
小

田
原
市
、
南
足
柄
市
、
中
井
町
、
大
井
町
、

松
田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
）の
火
災
件
数

は
87
件
で
し
た
。
火
災
原
因
は
、1
位「
た

ば
こ
」、2
位「
放
火（
疑
い
含
む
）」、3
位

「
こ
ん
ろ
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
は
、
深
夜
に
集
中
し
て
発
生
し
て

い
ま
す
。
逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
い
ち
早
く
火
災

に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

3
つ
の
習
慣

❶
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

❷�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

❸�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

❶�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

  

予
防
課
　
☎
49 - 

4
4
2
8

11
月
9
日（
月
）～
15
日（
日
）　

秋
季
火
災
予
防
運
動

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
に
よ
る

火
災
予
防
運
動

○
消
防
車
お
絵
描
き
展
示
会

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
が
描
い
た
消
防

車
の
絵
、約
1
0
0
0
枚
を
展
示
。

 �  日
時 �

11
月
7
日（
土
）・
8
日（
日
）　

　
　

 

午
前 �

10
時
～
午
後
5
時

�  場
所 �
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
エ
ス
ト

　
　
（
西
武
小
田
原
店
）2
・
3
階
キ
ャ
ニ
オ
ン

○
駅
頭
広
報

　

火
災
予
防
の
啓
発
と「
防
火
の
誓
い
」を
斉
唱
。

� 

　 日時 

11
月
13
日（
金
）午
前
9
時
～
正
午

� 

　場所 

小
田
原
駅
東
西
自
由
連
絡
通
路

　
　
（
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
）

①〜③のうち、運び出しが
困難な自治会加入世帯



　
お だ わ ら 情 報

業
組
合
が
、
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス

内
容
を
説
明
し
ま
す
。

 �  登
録�

随
時

※�

集
合
住
宅
の
場
合
、
防
犯
・
防
災
上
の

観
点
か
ら
、
入
り
口
よ
り
中
へ
入
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
回
収
方
法
は
、
個

別
に
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
組
合
と
の

相
談
に
な
り
ま
す
。
組
合
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

 �  　　　　
募
集
期
間 �

12
月
11
日（
金
）ま
で

�  　　　　
応
募
方
法 �

応
募
用
紙
に
愛
称
、
愛
称
の
意

味
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
き
、
小
田
原
消
防
署
消
防 

課
へ
直
接
、
郵
送
、ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
。

応
募
用
紙
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も

で
き
ま
す
。

〒
2
5
6 - 

0
8
1
3
　

　　
小
田
原
市
消
防
団
女
性
分
団
は
、
平
成

26
年
4
月
の
発
足
か
ら
1
年
半
が
た
ち
ま

し
た
。

　
昨
年
度
は
、
主
に
火
災
予
防
の
広
報
活

動
に
取
り
組
み
、
今
年
度
は
、「
応
急
手
当

普
及
員
講
習
」
を
受
講
し
、
救
護
法
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
多
く
の
市
民
に
理
解

さ
れ
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

小
田
原
宿
観
光
回
遊
バ
ス
　
愛
称
募
集

  

消
防
課
　
☎
49 - 

4
6
0
2前

川
1
8
3 - 

18
　

小
田
原
消
防
署
消
防
課

　
　
　 

　
　FA
X 

49 - 

4
5
2
7
　
　
　
　

�  　　　
　

応
募
資
格 �

市
内
に
在
住
、在
勤
、
在
学
の
人

   発
表 �「
平
成
28
年
小
田
原
市
消
防
出
初
式
」

で
。

   表
彰 �

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈（
同
じ
愛

称
の
応
募
が
多
数
の
場
合
は
、
感
謝

状
・
記
念
品
の
贈
呈
が
抽
選
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）
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春
・
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
、
市
内
の

見
ど
こ
ろ
を
巡
る「
小
田
原
宿
観
光
回
遊

バ
ス
」。
平
成
14
年
の
運
行
開
始
か
ら
、
市

内
外
の
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
で
運
行
15
年
め
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
さ
ら
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

 �  　　　　
募
集
期
間 �

11
月
24
日（
火
）ま
で

 �  　　
　　
応
募
方
法 �

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
き
、

ハ
ル
ネ
小
田
原
街
か
ど
案
内
所

に
あ
る
応
募
箱
に
投
函
す
る
か
、

産
業
政
策
課
へ
直
接
、
郵
送
、
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

応
募
用
紙
は
、
市
役
所
4
階
・
産 

業
政
策
課
、
支
所
・
連
絡
所
の 

他
、
観
光
回
遊
バ
ス
車
内
で
配

布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
で
き
ま
す
。

応
募
作
品
数
は
、
一
人
3
点
以

内
と
し
ま
す
。

〒
2
5
0 - 

8
5
5
5
　

荻
窪
3
0
0
　
産
業
政
策
課

  

　FA
X 

33 - 

1
2
8
6

  　　　
　
審
査
基
準 
・��
親
し
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
も

の

  
産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
1

・�

小
田
原
宿
観
光
回
遊
バ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

・�

小
田
原
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ

る
も
の

 �  発
表 

平
成
28
年
春（
予
定
）

 �  表
彰 �

最
優
秀
賞
1
点
に
、
賞
状
と
副
賞（
小

田
原
宿
観
光
回
遊
バ
ス
平
成
28
年
春

季
・
秋
季
乗
り
放
題
）を
贈
呈

小
田
原
市
消
防
団
女
性
分
団
　
愛
称
募
集

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
9
1
2
5

  

観
光
課
　
☎
23 - 

1
3
7
3

　
小
田
原
城
址
公
園
こ
ど
も
遊
園
地
は
、

天
守
閣
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
電
気
設
備

の
改
修
の
た
め
、
臨
時
休
園
し
ま
す
。

　
城
址
公
園
内
の
歴
史
見
聞
館
、
常と

き
わ盤

木ぎ

門
、
本
丸
売
店
、
本
丸
茶
屋
は
、
通
常
ど

お
り
開
館
・
営
業
し
ま
す
。

 �  　　　　
休
園
期
間 �

11
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

小
田
原
城
址
公
園
　

こ
ど
も
遊
園
地
の

臨
時
休
園
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主催・問  NPO法人チルドリン　☎090-4536-6328（福田）
日  時  11月13日（金）・14日（土）

　　　 午前10時～午後4時
内  容  ・小田原紅茶や足柄茶などの

	 カフェ
　　　 ・間伐材を使った工作教室
　　　 ・水書き体験など環境に優しいワークショップ　など

主催・問  農政課　☎33-1491
日  時  11月3日（祝）・15日（日）

　　　　午前11時～午後4時
内  容  ・赤ちゃんが遊べるひのきのプール

　　　 ・かまぼこつみきコーナー
　　　 ・赤ちゃん用コマ製作体験（15日のみ）

エネママカフェ ”Z
ゼ ロ

ero”おだわら木の広場
～木の温もりを感じよう～

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報 11月

街かど博物館に行ってみよう!〜パズルラリーでまち歩き
小田原城のあゆみ 第Ⅱ期「関東大震災から戦後復興期」　

～12月16日（水）
～12月24日（木）

ハルネギャラリー
展示予定

障
が
い
者
の
働
く
場
9

連 載

野
菜
の
収
穫
、
養
鶏
と
い
っ
た
生
産
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。納
品
時
は
、生
産
の
喜

び
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。納
品
先
で
「
い
つ

も
元
気
だ
ね
。お
い
し
い
卵
を
あ
り
が
と

う
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
、何
よ
り
う

れ
し
く
、笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　
「
日
常
を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
、よ
り
豊

か
に『
暮
ら
す
』『
働
く
』姿
を
大
切
に
、地
域

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、活
動
の

幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
高
橋
延
行
施

設
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
よ
る
べ
沼
代
」
は
、昭
和
60
年
に
開
設

さ
れ
た
、障
が
い
者
の
入
所
施
設
で
す
。自

然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、19
歳
か
ら
84
歳

ま
で
の
43
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

年
々
、入
所
者
の
高
齢
化
が
進
み
、全
館

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
修
。生
活
面
で
も
健
康

維
持
や
体
力
作
り
に
配
慮
し
、一
人
一
人
に

必
要
な
機
能
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

創
作
活
動
で
は
、ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
や
季

節
の
飾
り
付
け
、陶
芸
、絵
画
、音
楽
な
ど
、

利
用
者
に
合
っ
た
活
動
を
用
意
し
、日
々
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
時
間
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、古
新
聞
を
使
っ
た
ご
み
袋
作
り
、

よ
る
べ
沼
代

よ
る
べ
沼
代（
沼
代
8
6
5-

1
）

・
障
害
者
支
援
施
設

・
生
活
介
護
事
業
所

・
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

施設で取れた、安全でおいしい卵。黄身は
澄んだレモン色です。

利用者が皆で、季節の飾り付けを楽しみ
ます。

問  街かど案内所　☎23-1150
日  時  11月28日（土）午前10時～正午
内  容  新鮮な地場産品などを販売

ハルネ小田原駅直朝市

主催・問  おだわら文化事業実行委員会　☎22-7146（市民会館）
日  時  11月22日（日）午後1時～4時30分
内  容  小田原の間伐材を利用して、「カホン」を手作りするワークショップ

　　　　製作後は、A
ア サ 　 チ ャ ン
SA-CHANG（ミュージシャン）と一緒に演奏

費  用  4,000円
定  員  15人（先着順）
申  込  市民会館2階窓口に直接、または電話で。

小田原産木材で
カホンを作って
叩
たた

いてみよう！
ワークショップ

カホン

〈連載〉
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み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

久
野
地
区

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
7

市
の
西
部
に
位
置
す
る
久
野
地
区
。

北
は
南
足
柄
市
、
西
は
箱
根
町
と
接
し
て
い
ま
す
。

箱
根
外
輪
山
、
塔
の
峰
、
明
星
ヶ
岳
か
ら
の
斜
面
が
広
が
り
、

そ
こ
を
源
流
に
久
野
川
が
東
へ
と
流
れ
ま
す
。

豊
か
な
里
地
里
山
を
持
ち
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　
地
域
の
8
割
近
く
が
山
林
の
た
め
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
利
用
し
た
施
設
が
多
く
あ
り

ま
す
。「
県
立
お
だ
わ
ら
諏
訪
の
原
公
園
」「
小
田
原
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
」「
わ
ん
ぱ
く
ら

ん
ど
」「
い
こ
い
の
森
」は
、
緑
の
中
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
た
め
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

里
山
の
魅
力
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
も
行
わ
れ
、
毎
年

ウ
オ
ー
ク
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、古
墳
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
久

野
古
墳
群
が
残
っ
て
い
る
他
、北
条
早

雲
の
三
男
で
後
北
条
氏
随
一
の
文
化

人
で
あ
る
北
条
幻げ

ん
あ
ん庵
の
屋
敷
跡
も
あ

り
、歴
史
的
資
産
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
触
れ
合
え
る
！

北条幻庵屋敷跡（久野1590　久野保育園近く）

ウオーク大会

　
地
域
活
動
が
活
発
な
久
野
地
区
。
住
民
の
触
れ
合
い
を
育
む

た
め
、久
野
区
民
会
館
で
の
フェス
テ
ィ
バ
ル
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
。こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
絆き

ず
な
が
強
ま

り
、自
治
会
な
ど
各
種
団
体
は
、警
察
や
市
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、地
域
住
民
の
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
久
野
地
区
各
種
団
体
代
表
者
会
」で
開
催
し
て
い
る

「
里
山
親
子
そ
ば
づ
く
り
体
験
塾
」で
は
、そ
ば
の
種
ま
き
か
ら

収
穫
、試
食
ま
で
を
行
い
、毎
年
参
加
者
か
ら
好
評
で
す
。

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る
地
域
活
動

　
そ
ば
づ
く
り
体
験
は
、8
月
初
旬
の
種
ま
き
に
始
ま
り
、土
寄
せ
、刈
り

取
り
、脱
穀
を
経
て
、10
月
下
旬
に
そ
ば
打
ち
と
試
食
を
し
ま
す
。

　

今
年
で
5
年
め
を
迎
え
、
毎
年
25
組
ほ
ど
の
親
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

開
催
に
当
た
って
は
、多
く
の
人
に
協
力
い
た
だ
き
、地
域
の
触
れ
合
い
の
場

に
も
なって
い
ま
す
。

　
畑
が
遠
い
な
ど
の
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、そ
ば
の
実
が
成
長
す
る
の
を
見
る
の
は
楽
し
い
し
、収
穫

ま
で
の
期
間
が
短
い
の
も
い
い
で
す
ね
。

　
参
加
し
た
親
子
が
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、やって
い
て
よ
かっ
た
と
思
い
ま
す
。  

里
山
親
子
そ
ば
づ
く
り
体
験
塾

早
はやいずみ

泉淳三さん

そばの種まきのようす
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千
代
中
学
校
は
、全
校
生
徒
が
目
標
と
す
る

「
H
E
R
O
像
」を
掲
げ
、皆
が「
H
E
R
O
」に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

「
H
E
R
O
像
」

　①
地
道
な
努
力
が
で
き
る
人

　②
人
の
心
を
考
え
て
行
動
で
き
る
人

　③
積
極
的
に
挑
戦
し
、一
生
懸
命
な
人

ヒ
ー 

ロ
ー

地域の特色を生かし、
さまざまな活動に取り組む小田原の中学校。
そんな各中学校の「いいね！」を紹介します。

ア
ル
ミ
缶・エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収

オ
ア
シ
ス
運
動

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　　
学
区
内
４
つ
の
小
学
校
や
地
域
の
人
に

協
力
し
て
も
ら
い
、ア
ル
ミ
缶
と
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
）を
回
収
し

て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
缶
は
回
収
業
者
に
換
金
し
て
も

ら
い
、車
椅
子
な
ど
を
購
入
し
、社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
附
し
て
い
ま
す
。ま
た
、エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
は
回
収
す
る
こ
と
で
、飢
餓
や
病

気
、貧
困
で
苦
し
む
世
界
中
の
子
ど
も
に
ワ

ク
チ
ン
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
小
さ
な
活
動
の
積

み
重
ね
が
誰
か
の
役

に
立
つ
こ
と
に
、喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶・言
葉
遣
い
は
、お

互
い
の
心
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」と

い
う
思
い
か
ら
、学
年
委
員
や
部
活
動
が

協
力
し
て
、毎
月
第
２
週
に
、「
お
は
よ
う

（
オ
）」「
あ
り
が
と
う

（
ア
）」「
失
礼
し
ま
す

（
シ
）」「
す
み
ま
せ
ん

（
ス
）」の
言
葉
を
意

識
し
て
生
活
す
る

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ふ
だ
ん
友
達
に
伝
え
る
こ
と
の
で

き
な
い「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
カ
ー

ド
に
書
い
て
伝
え
合
う「
あ
り
が
と
う
週

間
」も
設
け
、人
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る

人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
に
３
回
、美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。多
く
の
生
徒
が
学

校
や
地
域
の
ご
み
を
拾
い
、気
持
ち
の
よ
い

環
境
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
吹
奏
楽
部
は「
地
域
貢
献
バ
ン
ド
」と
し

て
、上
府
中
地
区
や
豊
川
地
区
の
敬
老
会
に

参
加
。懐
か
し
い
演
歌
な
ど
、歌
を
交
え
て

演
奏
し
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と

て
も
喜
ば
れ
、そ
の
笑
顔
を
見
た
私
た
ち

も
、こ
の
活
動
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
生
徒
一
人
一
人
が
、学
校
内
だ
け
で
な

く
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、地
域
の
一
員
と
し
て
一
生
懸
命

活
動
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら

も
、地
域
の
人

と
関
わ
り
、思

い
や
り
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

7

千
代
中
学
校

my
連 載

千
代
８
０
０

昭
和
22
年
４
月
1
日

自
ら
学
び
、主
体
的
に
判
断
し
、行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
る

岩
崎 

由
美
子

1
年
２
０
６
人
　
２
年
２
０
５
人
　
３
年
１
７
７
人

特
別
支
援
21
人
　
計
６
０
9
人

生
徒
数

住  

所
創  

立
校  

訓
校  

長
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